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『耕人塾』で目指しているもの 
 昨年度に引き続き、今年度も『耕人塾』をスタートすることができました。ご尽力いただき

ました多くの方々に心から感謝申し上げます。 
 『耕人塾』で目指しているものは、石巻地域の中・高校生が、自分はこんな人間になりたい

という高い志を持ち、多くの人との出会いの中で自分を耕し、自分を高め、世のため人のため

に働く人間を育てるということです。そのためには、徳を養い、心と体を鍛え、知を高めるこ

とによって自己の「人間力」を磨いていくことが必要です。昨年度の活動を土台として、特に

今年度は 1 泊 2 日の宿泊研修等も取り入れ、より充実した内容にしていきたいと思っています。

『耕人塾』が石巻地域の人材育成の拠点になることを願っています。 
『耕人塾』では「人間力」を磨くために、次の３点を指導の方針にしています。 

① 社会貢献への高い「志」を持たせ、討論や実践活動を通して、「人間力」を向上させる。 

② 「文・武・楽（学問・武道・スポーツや趣味）」の体験を通して、人間的な幅と深さを身に付けさせる。 

③ 日本の伝統文化を体験させ、自然や郷土を愛する心を育て、礼儀作法を身に付けさせる。 

 そのために次の 10 項目を柱に、講話や実践活動を体験する中で、「人間力」を向上させてい

きたいと思っています。 
① 志を高くもち、「人間力」を磨くために自ら努力する。・・・・・・・・・ 自主・自律  
② 時間や約束を守り、場に応じた服装や言葉遣いをする。・・・・・・・場に応じた言動  
③ 心と姿を整え、礼節を重んじ、品位を身に付ける。・・・・・・・・・姿勢・礼節・品位  
④ 相手の話を目と心で聴き取り、自己の成長につなげる。・・・・・・・・・感性を磨く 
⑤ 有事の際には正直に、誠実に、勇気を持って行動する。・・・・・・・正直・誠実・勇気  
⑥ 感謝の気持ちで相手より先に挨拶をし、和顔愛語で人に接する。・・感謝・挨拶・笑顔  
⑦ 異なる立場や意見を尊重し、自分の考えを積極的に伝える。・・・・・・・・自己表現  
⑧ 何事も主体的に考え、自己判断・自己責任を基本とする。・・・・・・ 自己判断・責任  
⑨ 素直で謙虚な気持ちで学び、思いやりや奉仕の心を形で表す。・・・・素直・謙虚・奉仕  
⑩ 苦しさから逃げず、逆境を乗り越える勇気と忍耐力を身に付ける。・・・勇気と忍耐力  
10 項目の柱を全部実践するのは難しいことですが、一つ一つの項目は迷ったり悩んだりした

時の指針になります。この中からいくつかを選び、自分の言葉を付け加えて各自の生活の目標

にしてください。日々の実践が必ずあなたを成長させてくれます。勉強が忙しかったり部活動

で疲れたりすることもあると思ますが、12 回の研修会の皆勤を目指して頑張りましょう。 

「立志」：書道の言葉に「意先後筆（いせんごひつ）」という言葉がある。何をどのように書くかと

いう自分の意志や思いが先で、筆は自然に後からついてくるという意味だそうだ。人生も同じ

で、自分はどのように生きるかという目標や目的をしっかり定めて、それを成し遂げようと決

意すれば、おのずと自分のやることが明確になるのだと思う。若い時に志を立てて努力するこ

とが、その後の人生を充実したものにさせてくれる。耕人塾で自分の志を確立してほしい。 

 


